
次回
４月24日
の
例会

★12：30点鐘
★名鉄菜館
★第５回クラブ協議会
　全　員

ロータリーは分かちあいの心

第2037回 例会プログラム

会員慶事
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国際ロータリー第2620地区

勝又重春

１．ロータリーのご報告
　国際問題研究のためのロータリー・センター、ロータリー財団より「ロータリー
世界平和フェローシップ」の対象となる、優れた申請者の募集がきています。こ
の平和フェローとは、学業、ボランティア活動、職務を通じて、平和と紛争解決
に真摯に取り組んできた資格を有する者で、選出され同学友になる人です。

２．話のさんぽ道
　今日は、合同例会「観桜会」にちなみ、「春の、こころの風景」について学んでみましょう。
　四季の春について語る日本の文学には、優れたものが数多くあります。その中の一つに「枕草子」
があります。この作者・清少納言は、平安時代、一条天皇の妃・定子に仕えた女房でした。「枕草
子」は、自然の美や人生的な感想など、いかにも筆のおもむくままに書いた随筆であり、さまざま
な文章からなっています。ここでは、“春の風情"にかかわるところに触れてみました。
　イ）“春はあけぼの。やうやうしろくなりゆくやまぎはすこしあかりて、紫だちたる雲の細くたな 
　　　びきたる。"（「一段」より）
　ロ）“木の花は、濃きも薄きも紅梅。桜は、花びらおほきに、葉の色濃きが、枝細くて咲きたる。
　　　藤の花は、しなひ長く、色濃く咲きたる、いとめでたし。"（「三十七段」より）
　もう一つ、最近の提言本に「国家の品格」があります。この作者・藤原正彦は、数学者、大学教
授です。「国家の品格」は、いまの日本に必要なのは論理よりも情緒である、と国家の品格を取りも
どすことを説いています。ここでは、“日本人の感性" にかかわる部分に触れてみました。
　イ）“悠久の自然とはかない人生との対比の中に美を発見する感性、このような「もののあわれ」
　　　の感性は、日本人がとりわけ鋭い。この日本人の感性の鋭さの一例が、例えば、桜の花に対
　　　するものです。日本人は、桜の花が咲くこの三、四日に無上の価値を置く。たったの三、四
　　　日に命をかけて潔く散っていく桜の花に、人生を投影し、そこに他の花とは別格の美しさを
　　　見出している。"（「日本人に特有の感性、桜の花に何を見るか」より）
　ロ）“この自然に対する繊細な感受性が、世界に冠たる日本文学を生んだ最大の理由と信ずるので
　　　す。"（「自然に対する感受性」より）
　このように、古くより日本人は、自然と調和し、自然とともに生きようとする素晴らしい自然観
があり、そのうえ郷愁感のような優れた情緒をもっています。日本そして日本人は、四季おりおり
の風情に親しみ、遊ぶという心をもっています。とりわけ、春の桜と秋の紅葉には、この自然その
ものを「こころの風景」として感じとり、身も心もゆだねて来ている、と思います。

●例　会　場／名鉄菜館
●開 会 点 鐘／12：30 
●ロータリーソング／それでこそロータリー
●内　　　容／ロータリー雑誌月間に因んで 
　　　　　　　雑誌広報ＩＴ委員会

●会員誕生日
　４月19日　滝口喜徳君 
●夫人誕生日
　４月20日　小野寛幸君 夫人 玉枝様 
●結婚記念日
　４月17日　橋本喜市君 晃実様 ご夫妻 
●皆出席
　４月13日　大庭健一郎君（３年）



○例会日/木曜日
○例会場・事務局/ＹＭＣＡ東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

会　　　長○勝又　重春
幹　　　事○望月　 茂
会報委員長○秋田　悦夫
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出 席の 報 告4
9

3
27

会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

61名 58名 46名 79.31％ 100.00％

井上　元君・神谷高義君・長田吉弘君・斎藤　衛君
斉藤礼志君・渋谷　一君・鈴木栄一君・田代博久君 
土屋闊正君・渡辺　巌君・山内強嗣君

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。

欠席者（11名）

メ ー プの キ ッャ
３月21日

３月21日

３月21日

３月25日

３月26日

４月４日

４月４日

裾 野  

裾 野  

裾 野  

沼 北  

長 泉  

裾 野  

沼 津

勝又　　洋君 

大庭健一郎君 

田代　博久君 

臼井　良太君 

渡辺　　巌君 

林　　　準君 

大森　清治君

３クラブ合同例会
場所／御殿場高原ホテル

親睦活動委員会


